
先
頃
、
天
龍
峡
大
橋

が
開
通
し
た
。
そ
の
以

前
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
た
飯
田
市
美
術
博
物

館
に
お
い
て
、「
新
収
蔵

品

天
龍
峡
記
と
天
龍

峡
十
勝
」
展
が
開
か
れ

た
。
展
示
さ
れ
た
貴
重

な
書
や
資
料
は
、
川
路

の
故
関
島
良
輔
氏
寄
贈

の
品
で
、
か
ね
て
か
ら

私
が
見
た
い
と
思
っ
て

い
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、

当
地
に
と
っ
て
特
に
意

義
深
い
も
の
だ
と
思
う

の
で
、
次
に
そ
の
概
略

を
記
し
て
み
た
い
。

写
真
の
「
遊
天
龍
峡

記
」
の
作
者
は
、
阪
谷

朗
廬
で
あ
り
、
天
龍
峡

の
名
称
は
、
こ
の
詩
文

に
基
づ
い
て
い
る
。

阪
谷
朗
廬
（
一
八
二

二
〜
一
八
八
一
）
は
、

岡
山
県
の
人
で
、
名
を

し
ろ
し素
（
通
称
希
八
郎
）
と

い
う
。
長
じ
て
江
戸
に

出
て
昌
平
校
の
古
賀
�

庵
に
学
び
、
秀
才
の
誉

れ
高
く
塾
頭
に
進
む
。

帰
国
後
、「
興
譲
館
」
を

開
き
、
漢
学
を
講
じ
、

開
国
論
を
主
張
し
た
。

明
治
元
年
、
藩
主
の
顧

問
に
迎
え
ら
れ
、
廃
藩

置
県
後
は
陸
軍
、
文

部
、
司
法
、
内
務
各
省

に
出
仕
し
た
。
他
方
、

明
六
社
に
も
加
わ
り
、

学
士
院
議
員
に
選
ば
れ

た
。
平
素
旅
行
を
好

み
、
紀
行
文
を
書
く
。

没
後
、『
朗
廬
全
集
』
が

刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
朗
廬
が
な
ぜ
峡

谷
に
足
を
踏
み
入
れ
た

か
と
言
う
と
、
帰
省
の

途
次
、
江
戸
遊
学
中
に

同
門
の
親
友
だ
っ
た
飯

田
の
丸
山
仲
淑
（
純

介
）
の
家
に
滞
在
し
た

こ
と
に
よ
る
。
仲
粛
は

朗
廬
に
天
龍
峡
探
勝
を

強
く
勧
め
た
。

弘
化
四
年
（
一
八
四

七
）、二
人
は
、
後
で
詳

述
す
る
川
路
の
郷
医
関

島
松
泉
の
案
内
で
天
龍

峡
に
遊
ん
だ
。
こ
の

時
、
朗
路
は
同
地
の
峡

谷
美
に
大
変
感
動
し
た

ら
し
く
、
名
文
「
遊
天

龍
峡
記
」
を
遺
し
て
去

っ
た
。
以
後
、
七
七
六

文
字
に
及
ぶ
こ
の
文
章

が
、
永
く
百
花
園
関
島

家
に
伝
え
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
三
十
余
年

後
の
明
治
十
三
年
、
朗

路
は
往
事
を
回
想
し

て
、
右
の
文
章
に
推
敲

を
加
え
た
作
品
を
『
花

月
新
誌
』
に
発
表
し

た
。
そ
れ
が
『
朗
廬
全

集
』
所
載
の
新
し
い

「
遊
天
龍
峡
記
」
で
あ

る
。
内
容
も
表
現
も
概

ね
同
じ
だ
が
、
開
善
寺

や
仲
粛
の
こ
と
が
削
除

さ
れ
、
よ
り
簡
潔
に
な

っ
た
。
字
数
も
六
二
二

字
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
天
龍
峡
は
広
く
世

に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
少
な
か
ら
ぬ
文
人

墨
客
が
訪
ね
る
よ
う
に

な
っ
た
。

朗
廬
を
そ
ん
な
気
に

さ
せ
た
の
は
、
そ
の
前

年
に
松
泉
が
書
き
送
っ

た
手
紙
で
あ
る
。
老
境

に
入
っ
た
松
泉
は
、
か

つ
て
同
地
に
清
遊
し
た

朗
廬
が
、
東
京
で
活
躍

し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
手
紙
を
寄
せ
た
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
自
分
は
往

時
の
書
を
今
も
大
切
に

保
管
し
て
い
る
こ
と

や
、
天
龍
峡
の
地
名
が

地
域
で
も
定
着
し
つ
つ

あ
る
こ
と
を
知
ら
せ

た
。
こ
う
し
て
、
朗
廬

は
再
び
筆
を
執
り
、
第

二
の
「
遊
天
龍
峡
記
」

を
書
い
た
。

同
記
は
こ
の
他
に
も

う
一
つ
あ
る
。
そ
れ

は
、
朗
廬
が
来
峡
し
、

命
名
し
た
由
来
を
伝
え

よ
う
と
、
大
正
四
年
に

建
立
さ
れ
た
「
天
龍
峡

碑
」
の
碑
文
で
あ
る
。

こ
の
文
と
書
は
、
朗
廬

の
後
嗣
で
、
当
時
東
京

市
長
だ
っ
た
阪
谷
芳
郎

（
後
に
子
爵
）
か
ら
松

泉
の
孫
に
あ
た
る
関
島

周
一
に
届
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
先
の
朗

廬
全
集
所
載

の
一
文
か
ら

「
遊
」の
文
字

が
削
ら
れ
、

「
下
河
路
」

を
「
川
路
」

と
す
る
な
ど

二
十
数
文
字

が
改
め
ら
れ

て
い
る
。

以
上
の
通

り
、
名
勝
天

龍
峡
の
命
名

と
由
来
を
語

る
「
天
龍
峡

記
」
に
は
、

三
様
の
文
が

あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
意
味
を
持
つ
。

こ
の
文
章
は
、
か
つ

て
中
等
学
校
の
教
科
書

に
も
載
録
さ
れ
た
紀
行

文
の
範
文
で
あ
っ
た
と

い
う
か
ら
、
ぜ
ひ
味
読

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
故
人
敬
称
略
）

�
�
���

阪谷朗廬

朗廬自筆の「遊天龍峡記」
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